
第６学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２６年９月２５日(木)６校時 

    児 童 男子６名 女子８名 計１４名  

指導者 沖 村 正 行         

  

１ 単元名  速さ（速さの表し方を考えよう） 

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

    本単元で扱う速さは学習指導要領には次のように位置づけられている。 

 

 

 

本単元では、速さを比べるには単位量当たりの大きさの考えを用いることを学習する。５年

生で学習した「単位量当たりの大きさ」との決定的な違いは、「速さ」を紙面上に表記すること

が難しいため、目に見える状態にすることや速さをイメージすることが難しい。時間にしても

同様で、３年の「時刻と時間」の学習の後は、５年の「分数のたし算とひき算」の第３小単元

「時間と分数」で１時間学習しているのみである。また、時間は、時⇔分⇔秒が６０進法にな

っているため、時速、分速、秒速の変換や表し方もイメージすることが難しい。また道のりや

時間も今までに学習した単位の中でも大きいものを使うことが多いので児童にとっては理解し

にくい内容である。単位量当たりの大きさを使って道のりと時間から速さを比べるには、２量

のうちどちらで割っても正解には結びつくが、単位時間の距離を求める方が、数の大小で速さ

を比べることができる。他にも、平均の考えや比例の考えがもとにはなっているが現実には加

速や減速等があり、数理の世界で処理していることも理解させることが大切である。 

 

（２） 児童について 

    本学級の児童の多くは算数を楽しく学習しているが、定着については個人差が大きい。特に

自分の考えを文や言葉で表現することに抵抗を感じている子が多い。発言も偏りがあるので、

どの子にも１時間に１回は発言させるようにしている。課題やまとめを自分達でつくる指導を

重ねてきているのでできるようになってきている。ペア学習では、自分の考えを話すことはで

きているが、相手に上手に伝える工夫は十分とは言えない。振り返りでは多面的に感想を書く

ことができるようになってきた。速さについてのレディネステストの結果は次の通りである。 

   

問   題       正答 無答 誤  答 

混み具合を比べる立式（人数÷面積）と答え 

混み具合を比べる立式（面積÷人数）と答え 

1 人 

3 人 
2 人 

8 人 一人当たりの面積を求

めて大きい方を選んだ 

単位量当たりの大きさを求める立式 11 人 2 人 1 人 かけ算 

３通りの距離と時間から速さを比べる立式

（未習） 

6 人 8 人 0 人 

上の問題の答えまで合っている（未習） 1 人   

速さと時間から距離を求める立式（未習） 2 人 8 人 4 人 3（時間）×80（km） 

３時間を 180 分にして計算他 

第６学年 B 量と測定 

（4）速さについて理解し、求めることができる。 



 

この結果から、数直線をもとに単位量当たりの大きさを求める問題は概ね理解はできている

が、混み具合を求める問題は実際にイメージして解いていないため、立式の結果から正しい答

えを導いていない児童がほとんどである。未習のものも式は立てられるが、正しい答えを導け

ないのは時間や速さをうまくイメージしていないためと思われる。 

 

（３） 指導にあたって 

    まずは、本単元に入る前に、既習である「単位量当たりの大きさ」についての復習を十分に

させて、２量のうちどちらで割ったほうがいいかをしっかりと身につけさせたい。本単元では

イメージしにくい速さを、１秒当たりの距離や、１ｍ当たりの時間を実感させながら理解を深

めたい。単に公式を覚えるのではなく、表や数直線をもとにしながら論理的に説明したり、自

分以外のとき方を理解できるようにしたい。 

学習意欲の観点からは、課題やまとめを児童と対話しながら作っていくことを通して児童の

学習意欲を喚起したい。 

言語活動の充実の観点からは、ペア学習では、自分の考えをわかりやすく伝えるために算数

的用語を使って話させ、聞くときはわかるまで聞くように指導していきたい。さらに、ペア学

習を活用して模範的解決方法の説明のしかたをどの子にも説明できるようにしたい。振り返り

の場面では、自分の言葉で学習を振り返ることと、次の学習に向けた発展的な感想が書けるよ

うにする。また、１時間の授業の中に、驚きや発見、不思議さ、感動を子ども達が持てる授業

になるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

   速さについて理解し、速さを求めることができるようにし、生活や学習に活用する能力をつける。  

  

  ［感心・意欲・態度］ ・速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて考えたり、実際の場面と結

びつけて生活や学習に用いたりしようとする。 

  ［数学的な考え方 ］ ・速さの表し方や比べ方について、単位量当たりの大きさの考えをもとに

数直線や式を用いて考え、説明することができる。 

  ［技      能］ ・速さに関わる数量の関係において、速さや道のり、時間を求めることが

できる。    

  ［知 識 ・理 解］ ・速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解す

る。 

４ 教材の関連と発展 
   ５年               ６年              中学校１年     
   
 
 
 
 
    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

比例・反比例 

⑩ 分数のたし算とひき算  

3 時間と分数 
・分数を使った分や時間の
表し方 
 

 ⑪ 比例と反比例     

・ 比例と反比例の意味と
その性質 

・ 比例と反比例のグラフ 

③ 速さ         

・ 単位量当たりの大きさの
考えを使った速さの比べ
方 

・ 速さの意味とその求め方
（時速・分速・秒速） 

・ 速さに関する公式 
・ 時間と道のりの関係 
・ 仕事の速さ 
 

⑦ 単位量当たりの大きさ 

・ 平均の意味、求め方、用
い方 

・ 単位量当たりの大きさ
の考え  

② 直方体や立方体の体積 

⑪ 四角形と三角形の面積 

⑬ 正多角形と円周の大きさ 

・ 簡単な場合の比例 



 ５ 単元学習指導計画・評価規準(１２時間扱い) 
 

時数 目   標 評 価 規 準 

①  速さ（９時間） 

１ 

 

 

２ 

〇距離と時間のどちらも異なる場合の速

さの比べ方を考えることを通して、速さ

は単位量あたりの大きさを考えを用い

て表せることを理解する。 

関速さの比べ方を、単位量当たりの大きさの考

えを用いて考えようとしている。 

考単位量当たりの大きさの考えをもとに、速さ

の比べ方を式に用いて考え、説明している。 

３ 〇速さを変えて歩く時間や走る時間を測

定する活動を通して速さの表し方への

興味を広げる。 

関学習内容を適切に活用して、活動に取り組も

うとしている。 

 

４ 〇速さを求める公式を理解し、それを適応

して速さを求めることができる。 

〇「時速」「分速」「秒速」の意味を理解する。 

技速さの表し方をもとに速さを求める公式を作

り、速さを求めることができる。 

知時速、分速、秒速の意味を理解している。 

５ 〇道のりを求める公式を理解し、それを適

応して道のりを求めることができる。 

技速さを求める公式を用いて、速さと時間から

道のりを求める公式を導き、道のりを求める

ことができる。 

６ 〇速さと道のりから時間を求める方法に

ついて理解する。 

技分道のりを求める公式を用いて、速さと道の

りから時間を求めることができる。 

７ 〇時間を分数で表して速さの問題を解決

することができる。 

技時間を分数で表して、手際よく問題を解決す

ることができる。 

８ 〇速さが一定のときに道のりと時間が比

例の関係にあることを理解する。 

知速さが一定ならば、道のりは時間に比例する

ことを理解している。 

９ 

本時 

〇作業の速さも単位量当たりの大きさの

考えを用いて比べられることを理解する。 

考単位量当たりの大きさの考えを用いて、作業

の速さなどの比べ方を考え、説明している。 

②  まとめ（３時間） 

１０ 〇学習内容を適用して問題を解決する。 技学習内容を適用して問題を解決することがで

きる。 

１１ 〇学習内容の定着を確認し、理解を確実に

する。 

知基本的な学習内容を身につけている。 

１２ 〇発展的な問題に問い組み、速さについて

理解を深める。 

考学習内容をもとに速さについて発展的な考え

をする。 

 

６ 本時の指導 

(１) 目標 

   作業の速さも単位量当たりの大きさの考えを用いて比べられることを理解する。 

（２）授業展開の工夫 

  視点① 学習意欲の向上 

   ・本時の課題をとらえやすくするために、問題提示の場面で３つの問題文を提示して共通点に

気づかせる。 

   ・考えの交流の場面で、説明を理解させたり発表させたりするために、一つの説明を少しずつ

区切りながら数名の児童に話させる。 

   ・主体的な学習を作るために、課題やまとめを児童の言葉でつくらせる。   

  視点② 言語活動の充実    

   ・自分の考えを相手に式の根拠や式の意味を説明させるために、自力解決では話すように書か

せ、ペア学習や話し合いのときにはペンで指示しながら説明させる。 

   ・振り返りの目的を達成できるようにするために、単元を通して、振り返りの発表のとき一人

ひとりの内容についてプラスのコメントを返す。 



(３) 展開 
段階 学習活動 教師の支援と評価規準 ◇意欲 □言語活動 
 
 
つ 
 
か 
 
む 
 
 
10 
分 
 

 

１ 3 つの問題を提示し、類似点を見つける。 

・プリンターの問題、自動車生産の問題、折り
鶴の問題を提示し、問題の構成を理解し、類
似点・相異点を見つける。 

２ 課題をつかむ 

・今日の学習は何を求めるのかを確認する。 

・課題を作る 
課題 
 
 
３ プリンターの問題を読み、題意を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・問題の内容を把握させるために、表や数直線
に表す。 

 
 
 
 
 

 

・速さが共通しているけれど、ものが動く速さ
ではなく、ものが作られる速さであることに
気づかせる。 

 

 

 

◇課題は児童の発言をもとにつくる。 

 

 

 

・まず、プリンターの問題で考えていくことを
確認する。 

・必要事項を確認し、数直線に書かせる。 

・縦 89 ㎜、横 127 ㎜の数値は使わないことを
おさえる。 

 
 
 
 
 

 
見
通
す 
３
分 

 

４ どんな方法で考えるか見通しをもつ。 

・どんな方法で求めるか。 

1 時間当たりの枚数、1 分当たりの枚数、1 枚
当たりの時間。 

 
 

 
 
 
考 
 
え 
 
る 
 
 
22 
分 

 

５ 自力解決をする 

・自分の選んだ方法で解決する 

６ 考えたことをみんなで学び合う 

・隣の人とペアになり、お互いの考えを交流し
合う。 

・どちらが速いか答えを確認する。 

・B のプリンターが速いわけを交流する。 

 

 

 

 

 

 

・どの方法がわかりやすいか話し合う。 

・わかりやすい方法の説明のしかたを練習し、
ペアで言い合う。 

７ 自動車生産の問題を同じようにして解く。 

 

・ノートには短い言葉で話すように書かせる。 

・１つの方法で解決できたら、別の方法にも取
り組ませる。 

・取り組めないでいる子には 1 分当たりの枚 

数を考えさせる。 

□ペア学習を行い、自分の考えが相手に伝わる
ように指で示したり、確認したりしながら説
明し合う。 

□一つの考え方を複数の児童の言葉でつない
でいく。 

 
 

 

 

 

 

 

□時間がある場合は解き方を、ペアで交流す

る。 

 

考：単位量当たりの大きさの考えを用い
て、作業の速さなどの比べ方を考え、作業
の速さの比べ方を説明している。 
支：ペア学習にすることで、ペアの児童に
手伝ってもらいながら話させる。 
 

作業をする速さの求め方を考えよう。   

1 分当たりの枚数 
A 90÷60＝1.5 
B 20÷12＝1.66･･･ 

答え B が速い 

1 時間当たりの枚数 
A  90 
B 60÷12＝5 
  20×5＝100 

答え B が速い 
 

1 枚当たりの時間 
A 60÷90＝2/3=0.66… 
B 12÷20＝3/5=0.6  答え B が速い 
 
 

A プリンター  B プリンター 
1 時間     12 分 
90 枚      20 枚 
速く印刷できるのはどっちか 

A、B２つのプリンターがあります。縦が

89 ㎜、横が 127 ㎜のカラー写真を、A のプ

リンターは 1 時間に 90 枚、B のプリンター

は 12 分で 20 枚印刷することができます。 

 速く印刷できるのは、どちらのプリンター

ですか。 

 

 

A                         (枚) 

(時間) 

B                         (枚) 

                          (分) 

                  

１ 

90 

12 

20 



 

 

（４）板書計画 

 
 
ま 
 
と 
 
め 
 
る 
 
 
10
分 

 
８ まとめる 

・わかったことをもとにしてみんなでまとめを
考える。 

 
 
 
 

９ 練習問題に取り組む。 

10 本時の振り返りをする。 

・わかったことや気がついたことを書く。 

11 次時の学習予想をする。  

 

□児童と対話しながら分かったことをまとめ
ていく。 

 

 

 

 

・折り鶴の問題をさせる。 

・数名に発表させ、振り返りの内容について価
値付ける。 

・発展的な学習を考えさせ、次時の学習を予想
させる。 

作業をする速さも、単位時間あたりにどれだけ

の作業をするかで比べることができます。 

９/２５  

 

 

 

 

 A                         (枚) 

(時間) 

B                         (枚) 

                          (分) 

                  

 

 

 

 1 分当たりの枚数 
A 90÷60＝1.5 
B 20÷12＝1.66･･･ 

答え B が速い 

 1 時間当たりの枚数 
A  90 
B 60÷12＝5 
  20×5＝100 

答え B が速い 
 

 1 枚当たりの時間 
A 60÷90＝2/3=0.66… 
B 12÷20＝3/5=0.6  答え B が速い 
 

    

 

問題 A、B２つのプリンターがあります。縦が

89 ㎜、横が 127 ㎜のカラー写真を、A のプリン

ターは 1 時間に 90 枚、B のプリンターは 12 分

で 20 枚印刷することができます。 

 速く印刷できるのは、どちらのプリンターで

すか。 

 

課題  

作業をする速さの求め方を考えよう。 

まとめ 

作業をする速さも、単位時間あたりにどれだ

けの作業をするかで比べることができます。 

枚数÷時間(分)＝1 分間の枚数 

 

A プリンター  B プリンター 

1 時間     12 分 

90 枚      20 枚 

速く印刷できるのはどっちか 

 

 

数が少ないほど速いので

こんがらかる 

定着問題題 

自動車生産問題 

 

練習問題 

折り紙鶴の問題 

 


